2011.6.21

 saveMLAK第4回Meet　Up

　

ファンド係からの報告協議事項
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案：ファンド係（文書提出：谷合）
＜報告事項＞

．会計年度は４月１日～３月３１日
． 帳簿は複式簿記とし、NPO法人会計基準に準じる。担当：赤塚
．公式グッズTシャツの会計窓口：ふじた
．通帳と印鑑の保管、出金手続：糸野
．キャッシュカードは横浜ARGに送る


＜協議事項＞　以下は協議されたい内容であり、一案である。ファンド係内でも意見調整中の部分あり

．会計監査は石道さんが立候補されたので承認を得たい
．Tシャツ以外のグッズの会計窓口はどうするのか。各担当者任せでよいか
．個人が自費で建て替えているさまざまな経費（寄付扱い）を帳簿に付けたい。　　
．細かいことを会計簿に付けるのは大変かもしれないが
　　ボランティア活動には金がかかるということを知るためにも
　　いちいち計上する方がいいのでは。
．計上されない経費のほうが計り知れないほど大きいということも
　　どこかで押さえておきたい。
．経費の申請方法については、　
 　　・小額のものは決まった書式のメールで了承してもらう。
 　  ・一定額以上については領収書になる葉書をファンド係が用意する
　　 ・ また立て替えてもらったものの領収書については、 一定額以下は
　　　　MLAK経費ということを記入した領収書の画像をメールに添付してもらう
．経費の申請はできるだけ簡単に、敷居が低くなるように。かつ、
　経理担当者がきちんと帳簿を付けて、内規を確定しておく
　　　→既にMLでも提案済み
　　　→帳簿の公開にはgoogleDoc　を使うのかどうか、などファンド係で論議中
．今後発生する費用についてはどう手当するのか、「予算」についての
　saveMLAKとしての考え方。任意団体であるネットワーク組織が
　どのように「予算」を立てるのか、誰が立てるのか。具体的に活動にいくら必要なのか、
　それをどう集めるのかというところから始まると思われる。
　　→必ず必要なのはサーバー代とチラシなどの印刷費（広報費）
・上記とからんで、発生する経費を自費で賄う（寄付扱い）のと、saveMLAKの会計から
　支出するのとを線引きする必要がある。
